
 

 

 

2013 年 6 月 29 日発行 

セブンスデーアドベンチスト石川教会付属 石川三育保育園 

『熊のプーさん』の作者として知られるアラン・アレクサンダー・ミルンの『六つになった

よ』という詩集に、次にあげる『おわりに』があります。 

 

「おわりに」 

 

一つのときは、  

なにもかもはじめてだった。 

二つのときは、   

ぼくは まるっきり しんまいだった。 

三つのとき、 

ぼくは やっと ぼくになった。 

四つのとき、  

ぼくは おおきくなりたかった。 

五つのときには、 

なにからなにまで おもしろかった。 

いまは六つで、 ぼくは ありったけおりこうです。 

だから、いつまでも 六つでいたいとぼくはおもいます。 

 

この詩に出会ったとき、子供の目線に立ち幼児の心と体の成長の過程を表現しているのを見

て、感心させられました。毎日、園長として園児のみなさんと触れ合い、その成長を目撃し

ていますので、感動すら覚えました。 

この幼児期の心と体の成長は、無力で全的に両親に依存しなければならない出生で始まりま

す。やがて自分の足で立ち歩き初め、身の回りのことを自分でできるようになり、自我が形

成されていきます。そして、思考力や知性が育って、他者と自分との違いを認識できるよう

になります。自立の体験が積み重ねられていくとき、毎日が面白く楽しく、いきいきしたも

のとなります。そして、これまでの過程を通して自分の存在や自分の持つ力への信頼、すな

わち自己を肯定するように育てられていくのです。これは、言い換えれば、自己を愛し信頼

する基礎を育てる過程であると言えるでしょう。しかし、それだけではないのです。自己を

愛し信頼する過程は、他者を愛し信頼する過程でもあるのです。何故なら、人間は他者に頼

らないと生きて行けない存在だからです。これらの事実は、普遍です。しかし、「六つで、

ありったけおりこうです」と証しできていても、大人になると、これらを無視してしまいが

ちです。子供のような素直さがなくなってしまうのでしょう。ですから、「いつまでも 六

つでいたいとぼくはおもいます。」と強い願望を述べているのではないでしょうか。 

石川三育保育園 園長 糸数正義 

 

「わたしたちが幼な子であった時には、幼な子らしく語り、幼な子らしく感じ、また、幼な

子らしく考えていた。しかし、おとなとなった今は、幼な子らしいことを捨ててしまった。」 
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